
 

 

 
 

 

７６日間の２学期も「それぞれに すくすくと おもいやり 元気に」 
２学期は、運動会、たちばな発表会をはじめとした様々な活動を実施する７６日間です。 

２学期も、「健康に 安全に 楽しく」学校生活を送るために、「それぞれに すくすくと」、「よく見て   

よく聞いて よい姿勢で よい言葉」で、「おもいやるこころ」をもって、「なかよくげんきにすごそう」と   

子どもたちに朝会などの機会に呼び掛けていきます。 

他を思いやりながらの分団登校や縦割り活動など、日々の行動は本当に立派であり、すばらしいものです。 

何気ない行動や言葉も、すばらしい成長につながることを私たちがしっかりと理解し、認め、励まし、応援

し続けることが大切だと思います。その思いが子どもたちに伝わり、子どもたち同士が高め合いながら、思い

に応えようと、「それぞれに すくすく」と成長し合うと思います。 

ご家庭におきましても、引き続き、ご理解、ご協力、ご対応いただきますようお願い申し上げます。 

 

１００年以上続いている橘小学校運動会 
本年度１５１周年の橘小学校。では、運動会はいつから始まったのでしょうか？  

橘小学校は明治５年に、学校の東側にある栄国寺で開校しました。その当時は運動場がなく体育の授業も 

なかったそうで、運動会というものはなかったようです。その後、遠足が行われるようになり、目的地で     

運動したり、遊んだりしたことが発展して運動会になったそうです。 

当時は遠足運動会といっていたようです。学校で運動会として行われるようになったのは、運動場が整備

された大正時代からだと思われるため、１００年以上続いていることになります。 

 今年度の運動会も、伝統を引き継ぎながら、子どもたちが活躍する有意義な運動となるよう検討しています。

引き続き、ご支援、ご理解、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和５年９月１日     

第 ６ 号 

名古屋市立橘小学校 

 

整然と整列して練習に臨む高学年（令和４年度の運動会の練習より） 

      中津川野外教育 

８月２８日（月）２９日（火）、５年生が中津川野外教育に行きました。 

           「ＤＯ ＯＵＲ ＢＥＳＴ」を目指して、火起こし体験、飯ごう炊はん、  

                  キャンプファイヤー、川遊び、フィールドアスレチック、ペンダント作りを 

          豊かな自然の中で実施しました。校歌の歌詞にある「緑の風を浴びながら」、

仲間と支え合いながら、助け合いながらすばらしい２日間を過ごしました。 

 

       「おはよう！」「またあした！」 

タッチーナが「おはよう！」「またあした！」と子どもたちの登下校を 

           東門で見守り、子どもたちは、その横を元気に登校し、笑顔で下校しています。 

写真にある「あいさつの碑」について、代表委員会の子どもたちが中心となり、 

より一層、心を開き、心に近づく挨拶のためにリニューアルを計画しています。 

 ２学期も、素敵な挨拶が交わされるよう、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

意見を聞き 

            

 

             

付知川の河原にて 


